
　　　2一メトギシアニリン（0一アニシジン）の分解度試験成績報告書

　　　分子式　　銑H訳0

　　　構造式　　NH2
　　　　　　　　　〔》幅

難灘三三｝…・一一一

　31　試験装置

　　　　　酸素消費量自動測定機

　3・2　酸素消費量・測定

　　　　　3／の記録による

　33　生分癬試験後の直接定量法

　　紅）　使用分析機器

　　　　　全有機炭素分析計

　　　　　ガスクロマトグラフ　検出器FエD

　　（b）　分析試料の前処理

　　　　　　　　　　1試　験　液l
　　　　　　　　　　l　　　　　　　　I
　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　．・ろ渾（垢5’Cろ紙）

　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　1即σ計試料1柳試柳

λ　試験期間　　昭和5／年2月2日～昭和51年4月／0日

ユ　　試　　料　　名　　　2一メトキシァニリン（o一アニシジン）（試料拓K一！8！）

3　試験方法及ぴ条件

　（c）分析条件

　　　全有機炭素分析計（T　O　G計）

　　　　流速　T　O回路　．ZOO泌／伍臨

　　　　温度　 Te炉　　900℃

　　　ガスクロマトグラフ（GG）検出器　F工D

　　　　キャリアガス　　慢

　　　　充てん剤　20％PEG20M／勿ロモソルブW

　　　　ガラスカラム　　・2㎜φX2π

　　　　カラム温度　 130℃
荏　試験結果
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そ　の　他

　クーロメ一夕ー・2週間後汚泥系・2点のうち／点の固は分解の途

中であったため分解度の算出は別々に求めた。
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